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指定管理者自己評価 市による評価

スタッフが少人数のため、目的や方
針をしっかり共有できている。

同じ職員が長年に渡り継続して管理
運営に携わっているため、施設の目
的や管理運営の基本方針について
十分理解しています。

コロナ禍の中であったが施設見学者を随時
受け入れ利用者数の増加へ向けて活動を
行ったが、居住地からの通所に時間がかか
り、また、送迎もできないため利用者数の増
加には繋がっていない。

利用者一人一人の状況に応じた細やかな
対応により、作業内容も考慮されています。
しかし、利用者が固定化されており、新規利
用者の獲得が必要です。

コロナ禍で自主事業による収入が
減少したが、研修旅行や遠足が中
止となったため、支出も減少した。

コロナ禍で、羊の毛刈りイベントなど
の自主事業が中止の中にありなが
ら、プラス収支になっています。引き
続き安定した運営をお願いします。

管理運営業務を実施するための人
員を配置できている。
職員と役員のミーティングは月１回、
職員同士のミーティングは毎日行っ
ている。障がい者の雇用はない。

人員配置は仕様書に沿って適正な配置が
できています。難しい作業についてはスタッ
フや職員が利用者をサポートしながら質の
高い製品作りに取り組んでいます。これから
も、外部の企業・団体と連携し、新たな商品
開発や障がい者への対応・制度の知識向
上に取り組んでください。

清掃作業や日常点検など、日頃より
適切に行っている。

仕様書に定められた基準により、適切
に管理できています。物品が多い中、利
用者と職員が協力し、整理整頓や清掃
に取り組んでいます。

バザー等が中止となり、広報活動が
困難であった。しかし見学者の増加
で口コミでの広がりはある。

利用者への指導体制について現状は適切
に運営できているが、将来を見据えた場合
に不安を残します。適切な時期に、次世代
への技術伝承ができる体制作りが必要で
す。

事故対応及び防災マニュアルは整
備されている。個人情報マニュアル
についても同じ。

各種マニュアルは適正に整備されてお
り、警報発令時においても利用者の送
迎や連絡体制も迅速に執り行われてい
ます。

指定管理者

モニタリングの
実施方針・方法

等

　本施設の管理運営業務の確認にあたっては、管理運営状況を事業報告書、実地調査、利用者
アンケート、指定管理者へのヒアリング等により把握しました。
　その後、指定管理業務の課題ごとに、指定管理者による自己評価及び市による評価結果を取り
まとめました。
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課題

修繕業務 A B

備品管理業務 A A

行政財産の目
的外使用許可
手続業務

自主事業 A A

地域団体との
連携

A A

利用者
アンケート

A B

事故・苦情 A A

指定管理者の
経営状態

指定管理者自己評価 市による評価

施設は日々点検しており、修繕個所
を発見次第速やかに対応している。

施設建物はまだ新しいため、新たな修繕は
発生していません。利用者・職員が目配りし
て修繕箇所の早期発見に努めてください。

備品は常に同じ場所へ戻すように、
適切に管理をしている。

今年度は新たな備品購入はありま
せんでした。備品の状態確認などが
適正に行われています。

対象外 対象外

対外的な活動はできなかったが、誕
生会や調理実習等、メンバー同士
の交流は予定通り行った。

コロナ禍で毎年恒例の羊の毛刈り大会や各
種イベントが中止となりましたが、新たな販
路拡大や化学染めの研修参加など、新規
事業にも積極的に取り組んでいます。また、
市から委託を受けている小ケ丸広場清掃に
より社会貢献活動も果たせています。医療
機関との連携により利用者の体調管理にも
配慮できています。引き続き、関係機関や
地域との連携に取り組んでください。

職場実習生（中学生）の受入、小学
校特別支援学級スタッフの見学受
入は行うことができた。

地元の小中学校からの見学者・スタッフの
見学者受け入れなど、地元と密着した運営
ができています。中止となった羊の毛刈り大
会には、学生や各種団体などから大会実施
に向けたサポートの申し出があるなど、長
年の活動により支援者の輪が広がりを見せ
ています。

少人数でもあり、毎回同じような内
容であるが、アンケート実施時にか
かわりなく普段から保護者との意見
交換は十分にできていると思う。

アンケート結果は概ね良好です。普段から
スタッフと利用者・保護者が良好な関係を構
築しているからだと思われます。コロナ禍に
よりイベント実施が困難な時期ではあります
が、複数回アンケートを実施するなど利用
者の潜在的な意見集約に務めてください。

苦情や事故は発生しなかった。

警報発令時の自宅までの送迎や閉館時の
迅速な連絡により、事故や苦情はなく適切
な運営ができています。引き続き安全安心
な事業運営を心がけてください。

貸借対照表等においては法令及び定款に従い、適切に法
令及び定款に従い、適正に作成されていると認められまし
た。指定管理者の経営状況については、財務諸表から割り
出した経営分析指標において、特に気になる数値はなく、
指定施設の管理を安定して行う物的能力を有していると認
められました。

総　合　コ　メ　ン　ト　（市）
平成２３年度より、今治市地域活動支援センター運営事業補助金交付要綱による補助金を活用し運営されていま
す。他の作業所では見られない独自の作業（羊の育成、羊毛、綿花の採取から製品加工、展示販売までの一連の
流れ）を行うほか、藍染めや木工、織り、タオルの袋詰め、公園清掃を実施しています。また、今年度はコロナ禍によ
り中止となりましたが、自分たちからも地域へ羊の毛刈り大会を開催することで、情報発信しています。市外、県外
から問い合わせや視察、情報交換など作業所や障がい者団体との交流が図られており、各所から注目される施設
となっています。施設利用について、利用者が固定され健康状態により通所回数が減る中で新規の利用者の獲得
が課題となっています。また、利用者の安全のため、作業のしやすい環境整備のため、日頃からの清掃、整理整頓
について配慮が必要です。
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